
高
機
能
ス
テ
ン
レ
ス
を
開
発
・
量
産
化

世
界
最
高
の
強
度
・
延
性
バ
ラ
ン
ス
実
現

特殊金属エクセル
　
特
殊
金
属
エ
ク
セ
ル
︵
本
社
・
東
京

都
豊
島
区
Ｃ
Ｅ
Ｏ
・
谷
口
毅
氏
︶は
極

め
て
高
い
強
度
と
加
工
性
を
両
立
し


加
工
後
の
信
頼
性
︵
疲
労
耐
久
性

破

壊
靭
性

耐
食
性
な
ど
︶
を
飛
躍
的
に

高
め
た
高
機
能
ス
テ
ン
レ
ス
﹁
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｋ
Ｉ
Ｎ
３
５
０
Ｊ
Ｉ
Ｎ
﹂を
開
発
し
た


１
５
０
０


超
の
降
伏
強
度
と

％

超
の
伸
び
を
両
立
し

強
度

延
性
バ

ラ
ン
ス
︵
Ｙ
ｓ
×
Ｅ
Ｌ
︶
は
３
万
５
千

を
超
え
る

携
帯
通
信
機
器
の
触
覚
デ

バ
イ
ス
に
採
用
さ
れ
て
い
る

同
バ
ラ

ン
ス
が
３
万
を
超
え
る
鋼
材
は
あ
る

が

ス
テ
ン
レ
ス
機
能
材
の
実
用
化
は

世
界
初

汎
用
的
鋼
種
︵
組
成
︶
を
用

い
て
冷
延
・
熱
処
理
技
術
を
駆
使
し
て

商
品
化
に
成
功
し
た


　
代
表
的
な
用
途
で
は

携
帯
通
信
機

器
の
振
動
モ

タ
で
ヘ
ア
ピ
ン
状
に
成

形
さ
れ
た
高
耐
久
ス
テ
ン
レ
ス
製
ば
ね

が
組
み
込
ま
れ
て
お
り

１
８
０
度
密

着
曲
げ
加
工
と
曲
げ
加
工
部
の
信
頼
性

と
耐
久
性

１
億
サ
イ
ク
ル
を
超
え
る

高
サ
イ
ク
ル
振
動
時
の
耐
疲
労
破
壊

性

高
温
高
湿
環
境
下
で
の
耐
食
性
な

ど
が
求
め
ら
れ
る

開
発
鋼
は
こ
う
し

た
厳
し
い
仕
様
ニ

ズ
を
高
い
水
準
で

満
た
し
て
い
る


　
開
発

量
産
化
で
は
２
０
１
４
年
に

埼
玉
事
業
所
に
導
入
し
た
研
究
開
発
用

多
機
能
張
力
付
加
冷
間
圧
延
機
︵
Ｍ
Ｖ

Ｍ

１
︶
を
活
用

準
安
定
オ

ス
テ

ナ
イ
ト
鋼
を
用
い
て

冷
間
圧
延
に
よ

り
加
工
誘
起
マ
ル
テ
ン
サ
イ
ト
相
と
し

た
後

バ

チ
熱
処
理
を
行
う
﹁
Ｒ
＆

Ｐ
︵
ロ

リ
ン
グ
＆
パ

テ

シ

ニ

ン
グ
︶
法
﹂
に
よ
る
量
産
技
術
を
確
立

し
た


　
複
雑
形
状
の
加
工
が
可
能
で

加
工

後
の
熱
処
理︵
析
出
硬
化
応
力
除
去
︶

が
不
要
な
特
徴
な
ど
を
生
か
し
ば
ね


ダ
イ
ヤ
フ
ラ
ム
な
ど
の
用
途
展
開
を
図

る


　
こ
の
﹁
ハ
プ
テ


ク
ス
デ
バ
イ
ス

用
材
料
の
開
発
﹂
に
よ
り


日

日

本
金
属
学
会
秋
季
講
演
大
会
に
お
い
て

技
術
開
発
賞
を
受
賞
し
た

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